
                令和３年度 ２学期始業式 

                                    

令和３年９月１日（水） 

                                   ８：５５～ 放送で 

 

みなさん、おはようございます。本日も放送を通してお話をすることになりましたが、みなさんの顔

を思い浮かべながら話をしたいと思います。今日は元気に登校できたでしょうか。みなさんの元気な姿

が、先生にとって何よりも大きなエネルギーとなります。今日から４２日間の長い夏休みを終え、２学

期がスタートします。学期の最初にあたり、私から話をしておきたいと思います。 

 

先ずは、夏休み前半の話です。７月から、伊賀地区の大会、 

県総体、東海総体と、中体連の大会が開催されました。３年 

生を中心に、選手のみなさんが輝いている姿をたくさん見せ 

てもらいました。私もいくつか観戦をさせていただき、感動 

や元気をもらいました。ありがとうございました。県総体の 

水泳競技では、３名の選手が上位入賞を果たし、岐阜市で開 

催された東海総体に出場しました。また、中体連とは関係が 

ありませんが、昨日、３年５組の杉本侑翼くんが、スポーツ 

クライミング、スピードの種目で日本代表として世界ユース 

選手権に出場し、見事銅メダルを獲得しました。 

 もちろん選手の活躍や姿からたくさんの感動をもらいましたが、その選手の舞台を支えてくれた人達

（顧問の先生方、保護者のみなさん、大会役員のみなさん、審判員、会場係員、補助員、スタッフの方々） 

の並々ならぬ努力と大きな力を感じました。見えない場所で、見えない時間に選手を陰で支えてくれた

人達の偉大さを感じ、私は感謝の気持ちでいっぱいになりました。 

  

さて、夏休み後半、盆明けから急激に新型コロナウイルスの感染者が増え、８月２７日には、三重県

に緊急事態宣言が発令されました。現在、部活動も停止となっています。みなさんは、９月１日から学

校が始まるのだろうかと心配されていたことと思います。１学期と違って、現在のデルタ株は感染力が

強いと言われています。このウイルスを正しく理解し、正しく恐れることが大切です。先ずは、自分の

体と健康は自分で守るという姿勢が大切です。そして学校では、互いに声をかけ、気を付け合いながら、

協力をしながら、みんなで学校生活を創っていくことが大切です。そのために大切なことについて、 

６点お話をしたいと思います。 

 

① 毎日の検温、体調チェック 

毎日、検温を確実におこなってください。発熱や風邪症状がある場合は、無理をせず自宅で休養をし

てください。ご家族の方に同様の症状がある場合も同様です。もし、検温をするのを忘れて学校に来

た場合は、教室に行く前に保健室へ行き、必ず検温をしてください。また、登校してから体調等悪い 

場合は、必ず申し出るようにしてください。 



② マスクについて 

ウレタンマスクについては、着けていてもほとんど効果がないと言われています。不織布マスクを 

を着用してください。織らない布状のマスクです。顔にぴったり、フィットするように着用してくだ

さい。マスクをはずすのは、昼食時と運動時のみだと思います。 

 

③ 手指消毒について 

生徒玄関に入る前に必ず手指消毒をしてください。 

 

④ 換気について 

これが一番大切です。空気中には、エアロゾルと 

いう粒子が漂っています。空気を循環させ、教室 

を常時換気することが大切です。教室の廊下側の 

上の窓は常に開けた状態にしておいてください。 

中庭側の下の大きな窓については、朝クラスに一 

番早く来た人が、全部開けてください。特別教室 

についても同様です。トイレも換気するようにし 

てください。 

 

⑤ 昼食時 

前を向いて、黙食をしてください。食べながら友達と「ぺちゃくちゃ」しゃべるのが一番危険です。

弁当を食べ終わったらすぐマスクをするようにしてください。 

また、トイレや着替えの時など、場面が切り替わる時も注意してください。 

⑥ ソーシャルディスタンス 

友達と、必要以上にベタベタとくっつかないようにしてください。今日は久しぶりに会えたので、う

れしい気持ちはよくわかりますが、一定の距離をとってください。 

 

以上、細かいことですが、６点について話をしました。これらのことは、先生に言われてから行動し 

ていては意味がありません。みなさんが主体的に行動してください。そして、毎日続けてください。毎

朝、歯磨きをするように続けていると、それは習慣になります。みんなの力で、この北中学校を守って 

ください。みんなの力でこの状況を乗り切っていきましょう。 

 

 


